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《

研

究
ノ

ー

ト
》

有
罪
判
決
の

証
拠
説
明
に

関
す
る

一

試
論

産

山

英

雄

一

問
題
の

所
在

(

1
)

旧

刑
訴
法
三

六

〇

条
一

項
は

有
罪
判
決
に

示
す
ぺ

き

三

雲
件
の

一

つ

た

る

｢

証
拠
上
の

理

由
+

と

し
て

､

｢

証
拠
二

依
り

之
ヲ

認
メ

タ

ル

理

由
+

(

2
)

を

要
求
し

て

い

た

か

ら
､

証
拠
説
明

は
か

な

り

詳
細
で

あ
っ

た
｡

現
行
刑

訴
法
と

な
っ

て

三

三

五

条
一

項
は

､

｢

証
拠
上
の

理

由
+

と

し

て
､

｢

証
拠

の

標
目
+

を

要
求
す
る
の

み

と

な
っ

た

の

で
､

証
拠
説
明
が

簡
略
化
さ

れ

る
こ

と

と

な
っ

た
｡

す
な

わ

ち
､

証
拠
説
明
は

､

旧

刑
訴
か

ら

現
行
刑
訴

へ

と

移
っ

て
､

｢

証
拠
内
容
判
示
主
義
+

か

ら

｢

証
拠
標
目
挙

示

主

義
+

(

3
)

へ

と

変
っ

た

の

で

あ

る
｡

へ

4

〓

6
)

以

上
が

有
罪
判
決
の

証
拠
説
明
(

以

下

単
に

証

拠

説
明

と

よ

ぷ
)

に

つ

い

て

の
一

般
の

理

解
で

あ

る
｡

わ

た

く
し

は
こ

れ

に

つ

い

て

疑

問
を

も

つ

｡

現
行
刑
訴
に

お

い

て

も
､

証

拠
内
容
判
示

主
義
と

解
す
べ

き

充
分
な

根
拠
が

あ
る

と

思
う

｡

以

下
率
直
に

疑
問
を

披
摩
し
て

大
方
の

御
批
判
を

乞
う
次
第
で

あ
る

｡

(

1
〕

有

罪

判

決
に

示

す
ぺ

き

三

要
件

は

旧

刑

訴

で

も

同

様

で

あ
っ

甜
(

u
)

た
｡

牧

野
英

一

『

改

訂

刑

事

訴
訟

法
』

四

四

九

頁
に

日

く
｡

｢

有

罪

ノ

言

渡
ヲ

烏
ス

場
合
二

於
テ

ハ

､

三

種
ノ

理

由
ヲ

明

白
ニ

セ

サ

ル

ヘ

カ

ラ

ス

(

堅
¶

聖
｡

其
ノ

二
事

案
上

ノ

理

由

ナ

リ
｡

其
ノ

ニ

ハ

密

接

上

ノ

理

由
ナ

リ
｡

其
ノ

三

ハ

法

律
上

ノ

理

由
ナ

リ
｡

+

(

2
)

小

奔
甚

治

郎

『

刑

事
訴

訟

法

概

論
』

四

六

八

頁
に

日

く
｡

｢

謹

撰
卜

犯

罪
事
案
ト

ノ

間
ノ

連

絡
ヲ

明
ニ

ス

ル

ニ

ハ

､

必
ズ

シ

モ

讃
接

ノ

内

容
ヲ

頼
ス

コ

ト

ヲ

要
セ

ズ

ト

鳥
ス

ヲ

判

例

ト

ス

｡

然
レ

ド
モ

雨

着
ノ

関
係
ヲ

明
ニ

ス

ル

ガ

烏
ニ

ハ

､

遼

墟
ノ

内

容
ヲ

示
ス

コ

ト

ヲ

必

要
ト

ス

｡

故
二

何

某
ノ

予

審

訊

問
調

書
又
ハ

謹

人

何

某
ノ

予

審

寛
一

同

訊

問

調
書
二

同

趣
旨
ノ

記

載
卜

謂
フ

ガ

如
キ

説

示
ハ

､

讃

嬢
ノ

存

在
箇

所
ヲ

指
示
シ

タ

ル

ニ

過
ギ

ズ

シ

テ
､

事

賓
卜

讃

接

ト

ノ

関
係
ヲ

明
二

説

明
シ

タ

ル

キ

ノ

ニ

非
ザ

ル

コ

ト

言
ヲ

倹
タ

ズ
｡

+

こ

れ

は

ド

イ
ツ

刑

訴
理

論
を

継
承

し
て

雇
に

発

展
さ

せ

た

も

の

で

あ

る
｡

後
註

(

5
)

参
照

｡

(

3
)

学
説
に

は
こ

れ

に

反

対
の

見

解
が

あ

る

(

田

中

和

夫

『

新

版

証

拠

法
』

五

〇

頁
は

基

本

原

理
に

変
更

な

し
と

す
る
)
｡

判

例

に

は

な

い

(

後
述
小

谷

裁
判

官
の

少

数
意

見

も

標
目

主

義
へ

の

変
化

は

認

め

て

い

る
)

｡

(

4
)

英
米
法
の

ご

と

く
､

事
実

認

定

は

陪
審
(

吋
e

t
t

叫

J

喜
u

こ

に

法

律
問
題

は

裁

判

官
に

と
い

う
分

担
の

区

別
が

あ

る

法

制
で

は
､

事

実

(

f

琶
t

)

関

係
で

あ

る

証

拠

説
明

は

判

決
に

示

す
必

要
は

な
い

｡

英

米

刑

訴
で

そ

れ
に

あ

た

る

も
の

は

評

決

(

く
e

･

邑
-

O
t

)

に

附
す
る

前

に

裁
判

官
が

陪
審

員
に

対
し

て

行
な

う

革
ホ

(

S

占

2
1

已
n

粥

亡

七
)

で

鵬

抑
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紬

が

幹

あ

ろ

う
｡

C
f

.

A
∴

芦

W
ロ
∽

F
の

H

e
〉

C

ロ.

日
ど
巴

勺
ゴ
ロ
0

e

P

仁

岩
〉

-

設
○

}

や

ご

こ
.

W
.

C
e

c
i

-

→
E

+

ロ
e

J

内
e

日

日
†
払

○

已
-

訂
e

∽

○
{

C
】

ナ

m
-

ロ

巴

F
P

弓
リ

ー

N

e

d
一

〉

-

巴
00

､

や

笥
N

.

(

5
)

ド

イ

ツ

で

は

陪

審
(

∽

百

F

弓
声
‥局
e

ユ
O

F
t
)

と

い

っ

て

も

実

質
は

参
審
(

∽
O

F

藍
川

e

n

的
e

ユ
O

F
t
)

で

あ
る

か

ら
､

事
実
認

定
は

裁
判

官
と

参
審
貝
と

で

協
同
し

て

や

る

の

で
､

判
決
書
に

証

拠

説
明

を

す
る

こ

と

は

必

要
で

あ
る

し
､

可

能
で

も

あ

る
｡

但
し

日

本

刑
訴
の

ご

と

く

｢

証

拠
標

目

拳

示
+

の

要
求
は

法

文

上

な
い

｡

ア

ル

ン

ト

は

ド

イ
ツ

刑

訴
二

六

七

条
の

解

釈
論
か

ら

証

拠

説

明

(

出
ゐ

司
e

訂
弓
辞
｢

d
-

g

仁
ロ
g

と

表

現

し
て

い

る
)

表
示
の

粟
を

引

き

出

し

て

い

る
｡

く
g

-
･

H
e

ワ

オ
e

き

A
→

ロ

賢
-
D
P
の

ロ
ユ
e

ご
}

軸
-

ロ

G
コ
ー

n

d

ユ
玩

f

辞

→

d

訂
j

ロ
r
-

s
･

t

訂
O

F
e

A
声
∽

E
-

P

仁
n

的
〉

N

A
仁

P
-

-

岨

示
N

-

∽
.

ロ
¢

一

ち
な

み

に

筆
者

は

連
邦

裁

判

所

裁

判

官
で

あ

る
｡

二

考
察
の

視
点

問
題
の

検
討
に

入

る

前
に

考
察
の

視
点
を

明
ら

か

に

し
て

お

こ

う
｡

そ

(

1
)

れ

は
一

口

に

い

え

ば

｢

自
由
心

証
の

合
理

性
の

担
保
+

で

あ
る
｡

現
行
刑
訴
法
三

一

七

条
は

､

証
拠
裁
判
主
義
を

規
定
し
､

更
に

そ
の

上

に

立
っ

て

三
一

八

条
は

｢

証
拠
の

証
明
力
は

､

裁
判
官
の

自
由
な

判
断
に

委
ね

る
+

と

規
定
し

て
､

自
由
心

証
主
義
を

標
梼
す
る

｡

こ

の

自
由
心

証

主
義
は

､

歴
史
的
に

は

啓
蒙
主

義
時
代
の

合
理

性
を
バ

ッ

ク

と

し
て

生

ま

(

2
)

れ

出
た

も
の

で

あ
っ

て
､

証
拠
の

証
明
力
評
価
に

柔
軟
性
を

与
え

る
こ

と

を

意
図
し
た

も
の

で

あ

る
｡

現

在
の

社
会
現
象
の

錯
雄
化

､

犯

罪
現
象
の

複
題
化
は

法
定
証
拠
主
義

で

は

も

は

や

律
し

き
れ

な
い

程
で

あ

る
｡

そ
こ

で

自
由
心

証
主

義
に

拠
ら

ざ

る

を

え

な
い

の

で

あ

る

が
､

そ

の

場
合
に

は
､

全
面
的
に

裁
判
官
の

人

格
に

信
顧
す
る

の

で

あ

る

か

ら
､

裁
判
官
の

慈
意
抑
制
に

つ

い

て
､

充
分

(

8
)

な

配
慮
が

な
さ

れ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

ド

イ

ツ
で

は
､

裁
判
官
及
び

参
審
貝
の

理

性
へ

の

信
頼
は

伝
統
的
に

強

く
､

そ
の

自
由
心

証
主
義
(

G

2
日
d

臣
叶

N

年
O

H

甘
e

岩
.

n

出
ゐ

弓
e

訂
弓

守
･

d

官
点
)

で

は

な

ん

ら
の

制
約
も

伴
な
っ

て

い

虹
…
｡

殆
ど

純
粋
の

白
由

心

証
主

義
と
い

っ

て

よ

い
｡

伝
聞
禁
止

制
度

も

な

い
｡

だ

か

ら

と

い

っ

て
､

経
験
法
則

･

論
理

法
則
か

ら

の

逸
脱
を

許
す
も
の

で

は
な
い

が
､

逸

脱
へ

の

警
戒
は

せ
い

ぜ

い

鑑
定

(

S
P
O

F
d

d

諾
t

野
口

巴
g
e

ゴ

訂
弓
e

旦

制
度

(

6
)

ぐ

ら
い

な

も
の

で

あ

る
｡

一

方
､

伝
統
的
に

人

権
保
障
の

意
識
が
つ

よ

く
､

法
律
学
を

｢

人

間
の

弱
点
の

学
+

(

琶
6

.

n
O
e

O
f

F
日

日
P
ロ

弓
e

P

村

ロ
e

琵
)

と

み
る

英
米
法
系
統

で

は
､

自
由
心

証
に

対

す
る

直
接
間
接
の

制
約
が

つ

よ
い

｡

直
接
的
制
約

と

し
て

は

補
強
証
拠
法
則
(

c

O
↑

3
す
0

→

賢
才
e

e

已
中
0

日
O

e

2
】

e

)

が

あ

り
､

(

8
)

間
接
的
制
約
と

し

て

は

伝
聞
証
拠
法
則
(

ど
罵
声
y

2
-

①
)

が

あ

る
｡

こ

れ

は

根
本
的
に

は

人

間
の

理

性
に

対

す
る

信
親
が

大
陸
法
系
統
に

此
し

て

つ

よ

く

な
い

こ

と

に

基

因
す
る

と

解
し

て

よ
い

で

あ

ろ

う
｡

わ
が

現
行
刑
訴
法
は

､

大
陸
法
の

伝
統
の

上

に

英
米
法
理

論
を

相
当
程

度
に

加
味
し

た

も

の

で

あ
っ

て
､

両
者
を

折
衷
し

た

独

特

な

制

度
で

あ

る
｡

し
た

が
っ

て

英
米
法
程
で

は

な
い

が
､

自
由
心

証
へ

の

警
戒
は
か

な

り
つ

よ

い
｡

わ

た

く

し

な

り
の

分
析
で

そ

の

内
容
を

概
観
し
て

み

よ

う
｡

直
接
抑
制
方
式
と

し

て

三
一

九

条
の

自
白
の

証
明

力

制

限
が

み

ら

れ

(

7
)

ワ
.

る
｡

一

種
の

法
定
証
拠
主
義
と

も
い

え

な
い

こ

と

も

な
い

が
､

主
要
証
拠

朋
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(

告
訂
打
n
t
-

言
e

ユ

計
ロ
｡
e

)

の

証
明
力
の

み

で

有
罪
認
定
に

充
分
で

あ

っ

て

も
､

な

お

補
強
証
拠
を

要
求
す
る

の

で

あ

る
か

ら
､

条
件
付
白
由
心

(

8
)

証
主
義
と

み

る

方
が

よ
い

で

あ

ろ

う
｡

ド

イ

ツ

に

は
こ

の

よ

う
な

制
限
は

(

9
)

全
然
み

ら

れ

な
い

｡

こ

れ
に

対
し

英
米
で

は

同
種
の

制
限
が

は
る

か

に

幅

(

川
)

広
く

採
用
さ

れ

て

い

る
｡

前
者
が

直
接
抑
制
方
式
と

し
て

は

唯
一

の

も
の

で

あ
る

が
､

間
接
抑
制

方
式
は

数
多
く

み

ら

れ
る

｡

基
本
的
な

も
の

と

し
て

当
事
者
主
義
的
訴
訟

構
造
が

あ

り
､

そ
の

下
に

､

事
前
抑
制
方

式
･

事
際
抑
制
方
式

･

事
後
抑

制
方
式
が

配
さ

れ
て

い

る
｡

こ

こ

に

事
前
事
後
と
い

う
の

は
､

終
局

的
心

証
形
成
時
す
な

わ

ち

判
決
書
作
成
時
を

中
心

と

し
て

区

別
し

た

も
の

で

あ

る
｡

事
前
に

自

由
心

証
の

抑
制
機
能
を

果
す
も

の

と

し

て

証

拠

能
力
別

度

(

紅

㍍
)

等
が

あ

り
､

事
後
の

そ

れ

と

し

て

は
､

上

訴
制
度
(

監

㌍
)

･

非
常

救
済
手
続

(

翌
虻

髭
[

.

)

が

あ

る

が
､

本

稿
と
の

関

連
で

重

要
な
の

は

事

際
抑
制
方

式
と

し
て

の

判
決
書
作
成
で

あ

る
｡

有
罪
判
決
の

判
決
書
に

は
､

事
実
上
の

理

由
･

証
拠
上
の

理

由
･

法

令

上
の

理

由
を

明
記
し
て

判
決
の

よ
っ

て

来
た

る

所
以
を

説
明
し

な

け

れ

ば

(

1 1
)

な

ら
な
い

こ

と

は

合
理

性
担
保
の

た

め

に

当

然
の

要
求
で

あ

る

が
､

こ

と

に

証
拠
上
の

理

由
は

他
二

者
の

前
提
で

あ

る

だ

け
に

重
要
で

あ

る
｡

こ

の

証
拠
上
の

理

由
つ

ま

り

証
拠
説
明
は

､

裁
判
官
の

心

証
形
成
確
定
に

際
し

て

強
い

内
省
的
契
機
を

与
え

る

も
の

で

あ

る
｡

も

し

直
観
に

よ
っ

て

有
罪

の

心

証
を

得
た

も
の

で

あ

る

な

ら

ば
､

そ

れ

を

紙
上
に

客
観
化
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

直

観
の

陥
り

易
い

偏
見
の

除
去
も

可
能
と

な

ろ

う
｡

証
拠
説
明

は

上

訴
の

資
料
と

し
て

不

可
欠
の

も
の

で

あ

る
が

､

こ

こ

で

は
､

証
拠
説

明
が

自
由
心

証
の

抑
制
方
式
と

し

て

極
め
て

重

安
な
地

歩
を

占
め
て

い

る

侶9

こ

と

を

強
調

す
る

に

止
め

て

お

く
｡

(

1
)

こ

の

趣

旨
の

論

策
は

多
い

｡

最
近
の

も
の

と

し

て

は
､

鴨
良

弼

｢

自

由

心

証

主

義
+

『

刑

事

訴
訟

法

講
座
』

第
二

巻
八

八

頁
以

下
､

青
柳

文

雄

｢

上

告

審
に

お

け

る

自
由

心

証
の

控

制
+

『

刑

法

鵜

誌
』

第
一

三

巻
二

二
二

･

四

合
併

号

九

八

頁

以

下
｡

(

2
)

ケ
ル

ン

に

よ

れ

ば
､

ド

イ

ツ

に

お

け
る

自

由
心

証

主

義
の

萌

芽

は
､

一

七
四

〇

-
五

四

年
に

お

い

て

す
で

に
､

啓

蒙
専
制

君

主
フ

リ

ー

ド

リ

ヒ

大

王
の

拷

問
禁
止
の

勅
令
(

内
p

夏
日
e
t

t

等
昆
e

ユ

に

み

ら

れ

る

と
い

う
｡

く

巴
.

臼
P

仁
p

昆

内
e

→

ロ

h
S
t

→

a
f

d

d

昆
P

F
→
e

ロ
∽

H
e

O

F
什

-

-

漂
い

)

S

･
巴
･

ド

イ

ツ

に

お

け
る

法

定

証

拠
主

義
か

ら

自

由

心

証

主

義
へ

の

転

移
の

過

程
に

つ

い

て

は
､

内
田

一

郎

｢

ド

イ

ツ

刑

訴
に

お

け

る

自

由
心

証

主

義
の

成

立
+

『

斎

藤

金

作

先
生

還

暦
祝

賀
論

文

集
』

二

六
三

頁

以

下
｡

(

3
)

自
由
心

証
主

義
が

強

度
の

職

権
主

義
(

旧

刑

訴
は

ド

イ
ツ

法

以

上
で

あ
っ

た
)

と

結

び

つ

く

と

積

極
的

実

体

的

真

実
主

義
に

偏
る

あ

ま

り

人

権

侵
害
の

お

そ

れ

が

出
て

く
る

｡

(

4
)

英

米
の

証

拠
法
の

発

達
は

陪
審
裁

判
と
の

関

連
に

お

い

て

発
達

し
た

と

さ

れ

る

(

田

中

和

夫

『

英

米

法
の

基
礎
』

一

〇

八

頁
)

が

ド

イ
ツ

で

は

陪
審
制
度
輸

入

後
も

証

拠
法
の

発
達

を

み

な
い

｡

第
一

､

陪
審

制

度
そ

の

も
の

を

適
当
に

修
正

し

て

し

ま

う
｡

く
g

-
.

内
e

り

ロ
ー

P

P

〇
.

〉

∽

.
N

畠
.

(

5
)

ケ

ル

ン

は

自
由

心

証

と
の

関

連
に

お
い

て

鑑

定

を

論

じ

て

い

る
｡

く
g

-
一

円
e

コ
ー

､

P

P

〇
.

-

抑

巴
.

鵬

哨
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紬

わ

争

(

6
)

江

家

義
男

『

刑

事
証

拠

法
の

基

礎
理

論
』

一

五

頁
は

､

英

米
証

拠

法
に

お

け

る

証

明

力

保

障
法

則
と

し

て
､

最

良
証

拠
の

法

則
･

伝

聞

証

拠
の

法

則
･

補

強

証

拠
の

法

則
･

宣

誓

の

法

則

等

を

挙

げ

る

が
､

直

接
保

障
･

間

接
保

障
の

理

論

的

区
別

を

し

て

い

な
い

｡

(

7
)

団

藤
重

光

｢

自

由
心

証

主

義
+

『

刑

事

法

講
座
』

第

六

巻
一

一

一

九

頁
｡

き
1

-

g

ヨ
0

3

の

い

う

人

為
的

法

則
に

入

る

こ

と

を

根

拠
と

さ

れ

る
｡

(

8
)

一
般
に

は

自

由
心

証

主

義
の

例

外

と

表

現
さ

れ

て

い

る
｡

ケ
ル

ン

(

P

P

〇
.

-

∽
.

笠
)

に

よ

れ

ば
､

ド

イ
ツ

刑

訴
で

自
由

心

証

主

義

の

例
外

と

し
て

示
さ

れ

て

い

る

の

は
､

公

判

調

書
の

証

明

力
の

場
合

(

ド

イ

ツ

刑

訴
二

七

四

条
)

と

侮
辱

罪
に

お

け
る

真
実

証
明
の

場
合

(

ド

イ

ツ

刑

法
一

九

〇

条
)

と

で

あ

る
｡

(

9
)

く
g

-
.

H
e

ど
コ.

〇

F

H
e

n

村
e
-

)

警
→

已
d

d

誌
P

F

蒜
ロ
S

蒜
O

F
t

L

漂
い

▲

S
.

阜

O
N

.

(

1 0
)

参

照

平

野
=

森

岡
訳
ウ

ィ

グ

モ

ア

著

『

証

拠
法

入

門
』

二

四

三

頁
以

下
､

た

と

え

ば

坂

道

罪
の

証
人
の

証

言
･

偽
証

罪
の

証

人
の

証

言
･

詐
取

罪

や

選

挙

犯

罪
の

証

人
の

証

言
･

共

犯

者
の

証

言
･

性
犯

罪
に

お

け

る

婦
人

告

訴

者
の

証

言

等
｡

(

1 1
)

平

野
『

刑

事

訴

訟

法
』

法

律

学

全

集
二

八

〇

頁
は

､

ド

イ

ツ

刑

訴
で

は

有

罪

判
決
の

理

由
は

審
理
の

結
果
反

映
の

た

め
に

あ
る

と

す

る
｡

わ

た

く
し

は

そ

う
は

思
わ

な
い

｡

三

前
提
的
問
題
の

検

討

(

1
)

本
稿
の

と

り

上

げ
た

問
題
は

従

来
あ

ま

り

論
じ

ら

れ

て

い

な
い

｡

証
拠

説
明
に

つ

い

て

の

証
拠
標
目

挙
不

主
義
は

原
則
論
と

し
て

一

般
に

承
認
さ

(

2
)

れ

て

い

る

か

ら
で

あ

る
｡

し
か

し

証
拠
標
目

挙
示

主
義
の

意
味
す
る

内

容
･

に

つ

い

て

は

か

な

り
の

論
議
が

あ

る
｡

そ

れ

が

｢

一

括

挙
不

の

問
題
+

で

あ
る

｡

そ
こ

に

展
開
さ

れ
て

い

る

議
論
は

本

稿
の

主
題
解
決
に

有
益
で

あ

る
の

で

先
ず
そ

れ

を

検
討
し
て

み

る
｡

一

括

挙
不

の

問
題
と

は
､

証
拠
説
明
と

し

て
一

々

証
拠
を

摘
示
せ

ず
､

数
個
の

罪
と

な
る
ぺ

き

事
実
に

対

す
る

数
個
の

証
拠
の

標
目
を

一

括
し

て

判
決
書
に

摘
記
す
る
こ

と

が

許
さ

れ
る

か

香
か

の

問
題
で

あ
る

｡

判
例
に

は

大
別
し
て

三
つ

の

態
度
が

あ
る

｡

第
一

は

判
文
明

記
説
で

あ

る
｡

そ

れ

は

｢

数
個
の

独
立

せ

る

事
実
認
定

の

証
拠
を

挙
不

す
る

に

あ
っ

て

は
､

各
事
実
毎
に

こ

れ

を

認
め

た

証
拠
の

標
目
を

示
さ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

+

(

諾
桐
那

表
一
品
碑

箪
一
)

と

す
る

も

の

で

あ
っ

て
､

漫
然
羅
列
す
る

の

は
､

本
件
記
録
に

よ

り
こ

れ

を

認
め

る

と

す
る

の

と

大
差
な

く
､

証
拠
の

標
目

挙
不

の

要
求
に

反
す
る

と

主
張
す

る
｡

第
二

は

記
録
対

照
説
で

あ

る
｡

そ

れ

は

｢

証
拠
説
明
は

記
録
と

照
ら

し

合
せ

て

見
て

ど
の

証
拠
で

ど

の

犯

罪
事
実
を

認
め
た

か

が

明
ら

か

に

さ

れ
て

い

れ

ば

足
る
+

(

粕
糾
明
柳
虹

笥
詔
計

訊
｡

)

と

す
る

も
の

で

あ
っ

て
､

た

と
え

判
文
上

不

明
確
で

あ
っ

て

も

記
録
と

照
ら

し

合
わ

せ

て

み

て

ど

の

証
拠
に

よ
っ

て

ど
の

事
実
を

認
定
し

た

か

が

明
白
で

あ
れ

ば

証
拠
の

標
目

挙
示
の

趣
旨
に

反
し

な
い

と

反
論
す
る

｡

第
三

は

事
実
対

照
説
で

あ
る

｡

そ

れ

は

読
ん
で

字
の

ご

と

く
､

事
実
と

証
拠
の

標
目
と

を

対

照
し
て

事
実
と

証
拠
と
の

関

係
が

自
然
に

理

解
で

き

る

場
合
に

は
一

括

挙
不

も

差
支
え

な
い

と

す
る

も
の

で

あ
っ

て

次
の

よ

う

(

u
U

に

説
く

｡

｢

各
判
示

事
実
毎
に

区

別
し

て

証
拠
を

挙
示

す
る

と

す
れ

ば

同

舶
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一

の

証
拠
を
二

重
に

引
用
す
る

結
果
と

な

り
､

徒
ら
に

煩
雄
に

な
る

ば

か

り

で

な

く
､

二

つ

の

事
実
を

一

括
し

て

そ
の

認
定
証
拠
を

列
挙
し

て

も
､

い

か

な
る

証

拠
に

よ
っ

て
､

い

か

な

る

事
実
を

認
定
し
た

の

で

あ
る

か

と

い

う
こ

と

は

自
ら

分
明
で

あ
る
+

(

諸
宗
欄

聖
翳
詣
紅
)

と
｡

(

令
)

第
二

説
が

確
立
し

た

最
高
裁
の

態
度
で

あ

る

が
､

こ

れ
に

対
し
て

は

注

(

4
)

目
す
ぺ

き

少
数
意
見
が

あ
る

｡

極
め

て

示
唆
的
で

あ
る

の

で

要
点
を

摘
記

し
ょ

ぅ
｡

ほ

ぼ

四

点
に

集
約
で

き
る

｡

第
一

､

記
録
と

照
合
を

要
す
る

の

で

は

裁
判
所
に

は

わ

か

る
が

記
録
を

も

た

な
い

被
告
人

側
に

と
っ

て

は

ど

ぅ
に

も
な

ら

な
い

｡

第
二

､

新
刑
訴
が

証
拠
標
目
挙
示

主
義
を

採
用
し

た

の

は

判
決
書
の

簡
易
化
を

狙
い

と

す
る

も
の

で

あ
っ

て

証
拠
説
明
の

不

分

明
化
を

認
容
す
る

も
の

で

は

な
い

｡

第
三

､

判
決
書
作
成
の

技
術
面
か

ら

し
て

も

事
実
と

証
拠
と

が

合
致
す
る

よ

う
に

示

す
方
が

能
率
的
で

あ

り
､

裁
判
を

受
け

る

側
か

ら

し
て

も

納
得
的
で

あ

る
｡

第
四

､

雄
挙
主
義
は

証

拠
を

軽
ん

じ

時
に

不

明
確
な

証
拠
を

採
っ

て

有
罪
に

処

す
る

お

そ
れ

な

し

と

し

な

い
｡

以

上
の

理

由
に

よ
っ

て

小

谷
裁
判
官
は

第
一

説
を

支
持
す
る
｡

学
説
中

に

も
､

｢

裁
判

官
の

事
実
認
定
の

合
理

性
を

保
障
し
､

か
つ

こ

れ

を

批

判

す
る
こ

と

を

可
能
な

ら

し

め
る

こ

と

に

あ

る
+

と

論
じ
て

第
一

説
を

支
持

(

5
)

す
る

見
解
が

あ
る

｡

わ

た

く
し

も

ま

た

第
一

説
を

支

持

す
る

も

の

で

あ

る
｡

す
で

に

前
節
に

お

い

て

強
調
し

た
ご

と

く

証
拠
説
明

は

自
由
心

証
の

抑
制
機
能
と
い

う
点
に

お

い

て

最
も

効
果
的
な

も
の

で

あ
る

｡

し
た

が
っ

て

そ

の

点
を
ル

ー

ズ

に

考
え

る

な

ら

ば
､

結
局
は

､

裁
判
官
の

証
拠
に

よ

る

事
実
認
定
を

安
易
な

も
の

に

し
､

三

七

八

条
四

号
の

絶
対

的
控
訴
理

由

(

6
)

た

る

理

由
鮎
齢
を

有
名
無
実
な

も
の

に

し
て

し

ま

う
か

ら
で

あ

る
｡

小

谷
裁
判
官
の

意
見
中
極
め

て

特

異
な
も

の

は
､

判
決
書
作
成
と
い

う

和9

事
務
処
理

面
に

着
目

し
､

順
序
よ

く

証
拠
標
目
を

書
く
こ

と

が

事
務
本
来

の

性
質
で

あ

る

と

す
る

主
張
で

あ

る
｡

そ
れ

な

ら
ば

心

証
形
成

確
定
の

本

来
の

性
質
は

な

ん
で

あ

ろ

う
か

｡

そ

れ

は

｢

直
観
+

と

｢

反
省
+

と
の

絶

え

間
な
い

繰
り

返
し
で

あ
る

｡

と
こ

ろ

で

｢

直
観
+

に

は

何
人
の

介
入

も

(

7
)

許
さ

れ

な
い

か

ら
､

合
理

的
確
定
の

た

め
に

干
渉
し

う
る

余
地

は

反
省
段

(

8
)

階
の

み

で

あ

る
｡

判
決
書
の

使
命
の

重

要
さ

は

推

し

て

知
る

べ

し

で

あ

る
｡(

1
)

正

面

き
っ

て

と

り

上

げ

た
の

は

藤

木

論

文

｢

裁

判
の

理

由
+

■
『

刑

事
訴

訟

法

講
座
』

第
三

巻
二

〇

頁
以

下
が

最

初
で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

は

標
目

主

義

是
非
の

問
題
で

あ

る

か

ら
一

括

拳
示

是
非
の

問

題

と

は

区

別

し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

ド

イ

ツ

で

は

こ

の

種
の

問
題
は

な

ヽ

○

ヽ
∨

(

2
)

標

目

主

義
に

批
判

的
な

論
者
も

原

則
と
し

て

は

承
認

し

例

外

的

に

内

容
判

示

主

義
を

用
い

よ

う
と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

わ

た

く

し

は

更
に

一

歩
進
め
て

原

則

的
に

内

容

判

示

主

義
を

主

張

す
る

も

の

で

あ

る
｡

(

3
)

以

後
同

旨
の

最
高
裁

判
例
が

出
て

い

る
｡

た

と

え

ば
､

昭

和
二

六

年
四

月
一

七

日

刑

集
五

巻
六

号

九

六
三

頁
､

昭

和
二

九

年

五

月
二

八

日

刑

集
八

巻
五

号
七

七

五

頁
｡

(

4
)

前

掲

昭

和
二

九

年
の

判
例
の

小

谷

裁
判

官
の

反
対

意

見
｡

(

5
)

井
戸

田

侃

｢

有

罪

判

決
の

理

由
+

『

刑

事

訴

訟

法

演

習
』

一

五

五

頁
､

同

旨
の

も
の

と

し

て

佐

伯

千

体

『

刑

事
裁

判
と

人

権
』

三

九
.

頁
以

下
｡

鵬

鵬
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叫

淋

計

(

6
)

前

掲

井
戸
田

論

文

同

頁
｡

(

7
)

事

実

認

識
の

明

確
化
は

合
理

的

分

析
･

総

合

に

よ

る

点

に

つ

き
､

く

早
D

監

句
e

E

喜
t

e

ロ
ー

m
S
t

冒
f

宅
O

N

2

設
)

S
･

ロ
∞

他
･

(

8
)

平

田

勝

雅

｢

事
実
認

定
の

心

理

構
造
+

『

刑

法

雑

誌
』

第
一

三

巻
二

･

三

･

四

号
一

六

九

頁
は

述
べ

る
｡

｢

冒
t
-

○

ロ

巴
.
な

反

省
の

前

に
､

心

証
は

直

観

段
階
で

､

e

ヨ
O
t
-

○

ロ

巴

又

は

召
-

亡

n
t

P
→

y

な

も

の

と

し
て

先

行

し
､

あ

る

場
合
は

個
々

の

証

明
の

連
鎖
を

飛

躍

し

て

生

じ

る

も
の

で

あ

り
､

証

拠
に

対

す
る

合

理

的

評
価
は

直

観

的

評
価

に

基
く

全

体

的

疑
問
の

解

消
を

自
覚
的

に

反

省

し

統
制
す
る

限

度
に

お

い

て

の

み

確
信

形

成
に

取

入
れ

ら

れ

る

も
の

で

あ
る

｡

個
別

的
証

拠
の

論
理

分

析

か

ら

生

れ
た

部

分

的
心

証

が

確
信
に

合
計
さ

れ

る

が

如
き

理

解

は
､

事
後
的

な

確
信

批
判
の

段
階

に

な
っ

て

つ

け

ら
れ

る

理

屈
に

す
ぎ

な
い

+

と
｡

豊
か

な

経

験
と

す
ぐ

れ

た

学
殖
の

裏

付
け

あ
っ

て

初
め

て

可

能
な

鋭
い

分
析
で

あ
る

｡

会
心
の

極
み

､

敢
え

て

長
文

を

引

用
し

た
｡

こ

の

実
務

経

験
の

あ
る

平
田

判

事
の

分

析

を

も

と

に

し
て

考
え

れ

ば
､

論
理

的

説

明
の

つ

か

な
い

直
観
的
評
価
は

確

信
形

成
に

は

用
い

え

な
い

こ

と

と

な

る
｡

な

お

｢

勘
+

(

F
白

日
P

F
)

に

よ

る

裁

判
の

不

当

性
に

つ

き
､

斎

藤
朔

郎
『

刑

事
訴

訟

論
集
』

二

四

六

頁
､

田

辺

公
二

『

事

実

認
定
の

研

究
と

訓

練
』

三

頁
以

下
｡

最

近
ド

イ

ツ

で

も

事
実
認

定
の

重

要
性
が

認

識
さ

れ

て

い

る

(

く
g

-
･

∽
O

F

弓
P

記
･

内
-

e
-

n

打

ロ
e

C

空
い

ー

S
t

吋
○

}

-

貰
N

-

S
.

い

記
)

｡

四

主
題
の

検
討

周
知
の

ご

と

く
､

証
拠
説
明
の

簡
略
化
は

新
刑
訴
に

お
い

て

初
め
て

実

施
さ

れ
た

も
の

で

は

な
い

｡

す
で

に

旧

刑
訴
時
代
に

お
い

て
､

足
掛
け

五

年
に

亘

り

(

昭

和
一

七

年
か

ら
二

一

年
ま
で
)

実
施
を

み

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

そ

れ
が

戦
時
刑
事
特
別

法
二

六

条
に

よ

る

証
拠
標
目

挙
不

主

義
で

あ

る
｡

当
時
戦
時
態
勢
に

あ
っ

て

裁
判

官
が

不

足
を

告
げ

､

そ

の

負
担

軽
減

を

目
的
と

し
て

実
施
に

踏
み

き
っ

た

と

さ

れ

る
｡

そ

れ

な

ら
ば

､

戦
後
二

〇
年
の

今
､

証
拠
説
明
簡
略
化
の

必

要
性
は

消
失
し
て

い

る

と

い

う
ぺ

き

で

あ

る
｡

そ

れ

に

も

か
か

わ

ら

ず
､

証
拠
標
目
拳
示

主
義
は

新
刑
訴
法
に

お

い

て

明

文
化
さ

れ

現
在
な
お

支
持
が
つ

よ
い

｡

そ
の

理

由
を

論
者
は

次

の

よ

う
に

説
く

｡

大
別
し

て

五
つ

あ

る
｡

第
一

､

証
拠
の

如
何
な

る

部
分
内
容
が

事
実
認

定
に

役
立
っ

た

か

を

示
さ

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

と

す
る

と

判
決
書
の

作
成

(

1
)

に

手
間
が

か

か

る
｡

第
二

､

職
権
主
義
的
訴
訟
構
造
の

も

と
で

は

証
拠
内

容
判
示

主
義
も

意
義
が

あ
っ

た
が

現
行
刑
訴
法
の

ご

と

く

当
事
者
主
義
的

訴
訟
構
造
の

も

と

で

は

余
り

意

味
が

鮎
｡

第
三

､

判
決
書
の

証
拠
説
明

に

浮
身
を

や
つ

す
よ

り

公

判
審
理
に

カ
を
そ

そ

ぐ
こ

と
の

方
が

大
切
で

あ

(

3
)

る
｡

第

畑
い

実

質
的
に

余
り

重

要
で

な
い

形
式
的
な

誤
り

が

判
決
破
棄
の

理

由
と

な

る
｡

弟
五

､

自
由
心

証
に

も

と
づ

く
証

譜
捻
合
的
判

断
は

直

観
的
要
素
を

含
む
の

で

元
来
論
理

的
説
明
に

通
し

な
い

｡

第
一

の

理

由
は

ナ
ン

セ

ン

ス

で

あ

る
｡

こ

と

は

人

間
一

人
が

場
合
に

よ

っ

て

は

生

命
を

奪
わ
れ

る

か

香
か
の

問
題
で

あ
る
｡

事
務
的
な

都
合
位
で

弁
解
で

き

る

筋
合
の

も
の

で

は

な
い

｡

第
二

の

理

由
ほ

一

見
か

な

り

説
得

力
が

あ

る

よ

う
に

み

え
る

｡

し
か

し

現
行
刑
訴
の

当
事
者
主
義
が

理

想
的

に

行
な
わ

れ

て

い

る

な

ら

ば
の

話
で

あ

る
｡

現
状
は

理

想
に

程
遠
い

｡

し

一丁
⊥

か

も

視
角
を

変
え

て

当
事
者
主
義
も

窮
極
的
に

は

自
由
心

証
の

｢

合
理

性

即



一 橋論叢 第五 十 四巻 第六 号 ( 7 6 )

担
保
の

一

環
+

で

あ

る

と
い

う
見
地
か

ら
み

る

な
ら

ば
､

証
拠
説
明

簡
略

化
に

直
ち
に

賛
成
す
る

こ

と

に

は

躊
躇
を

感
ず
る

で

あ

ろ

う
｡

第
三

の

理

由
は

至
極
あ

た

り
ま

え

の

こ

と
で

あ
る

｡

誤
判
を

防
ぐ

た

め

に

は

公

判
審

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

理
に

力
を
そ

そ

ぐ
こ

と

も

必

要
で

あ

る

し
､

証
拠
説
明
も

ゆ
る

が

せ

に

ほ

で

き

な
い

｡

第
四
の

理

由
は

､

事
実
と

し

て

そ
の

と

お

り

な

ら

ば

問
題
で

あ

ろ

う
｡

し

か

し

証

拠
説
明
を

詳
し

く

す
る

こ

と

が

直
ち

に

形
式
的
な

誤

り
に

つ

な
が

る

も
の

で

は

な
い

｡

証
拠
説
明
を

正

確
且
つ

的
確
に

す
る
こ

と
に

よ
っ

て

不

当
な

破

棄
も

除
か

れ

よ

う
し

､

自
由
心

証
の

合
理

性
も

担

保
さ

れ
よ

う
｡

要
は

利
益
較
量
の

問
題
で

あ

る
｡

第
五

の

理

由
は

納
得
し

が
た

い
｡

自
由
心

証
に

直
観
的
要
素
を

含
む

か

ら
こ

そ
､

あ
え

て

客
観
化

し
て

紙
上
に

示
し

､

自
ら

反
省
の

契
機
と

し

他
人
の

批
判
の

素
材
た

ら

し

め
る

こ

と

が

必

要
な
の

で

あ

る
｡

論
理

的
に

構
成
で

き

な
い

よ

う
な

直

観

的
判
断
は

独

善
と

看
倣
さ
れ

て

も

仕
方
が

な
い

｡

合
理

的
説
明
を

省
い

て

合
理

的
と

予

定
さ

れ
る

裁
判
官
の

直
観

へ

の

信
顧
を

強
要
す
る

の

は

ま

さ

(

8
)

に

非
合
理

的
心

証
主
義
で

あ

る
｡

以
上
は

第
二

節
の

考
察
の

視
点
か

ら

論
者
の

主
張
を

検
討
し

て

み

た

も

の

で

あ

る

が
､

か
か

る

視
点
か

ら

眺
め

る

な

ら

ば

証
拠
標
目
主

義
も

便
宜

的
な

臭
い

が

強
く

理

論
的
と

は

決
し

が

た
い

こ

と
が

わ

か

る

で

あ

ろ

う
｡

そ
こ

で

わ
た

く

し
は

､

証
拠
の

標
目
を

挙
不

し

併
せ

て

心

証
形
成
の

過
程

を

簡
潔
に

付
記
す
る

｢

証
拠
内
容
判
示

主
義
+

に

戻
る
こ

と

を

提
唱
す
る

次
第
で

あ
る

｡

こ

の

提
案
は

現

行
刑
訴
法
の

解
釈
論
上

で

も

容
認
で

き

な

い

も
の

で

は

な
い

｡

総
則
規
定
四

四

条
一

項
は

｢

裁
判
に

は

理

由
を

附
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
+

と

明
記
す
る

｡

こ

の

条
文
と

タ

イ

ア

γ

プ

し
て

三

三

五

条
一

項
を

み

れ

ば
､

証
拠
説
明
と

し
て

｢

証
拠
の

標
目
+

を

必

要
と

(

7
)

す
る

の

は
､

有
罪
判
決
だ

か

ら
こ

そ

要
件
を

加
重

し

た

と

解
す
る

の

が

自

㍑

然
で

あ
る

｡

訴
因
を

明

示

し
て

公
訴
事
実
を

記
す
の

と

同
様
に

､

証
拠
の

∂

標
目
を

明
示

し

て

理

由
を

明
ら
か

に

す
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

ち
な
み

に

ド

イ

ツ

法
を

み
て

み
よ

う
｡

ド

イ

ツ

刑

訴
二

六

七

条
は

判
決

理

由
(

q
ユ
e

芽
昆
ロ

d
e
)

に

つ

き

規
定
す
る

が
､

事
実
の

摘
示
(

A
ロ
g
p

訂

d
e

→

巴
∽

e

⊇
1

訂
旨
ロ

2

1

g
F
t

e
t

e

n

→

巳
払

p

O

F
2

ロ
)

と

法
令
適
用
の

表
示

(

A
日
g

p

訂
d
e

∽

当
P

→

A
ロ

弓
e

ロ

d

牢
ロ

g

g
e

b

昌
O

F
t
e

ロ

S
t

言
f

g
e
s

e

t

詣
∽
)

を

要
件
と

し

て

明
記
す
る

の

み

で

あ

る
｡

し

か

し

解
釈
で

補
わ

れ

て
､

有

罪
判
決
に

は
､

証
拠
上
の

根
拠
も

判
示

す
る
こ

と

が

必

要

と

さ

れ

て

い

る
｡

そ

の

場
合
い

か

な
る

証
拠
を

ど
の

よ

う
に

評
価
し
た

か

を

明
示

し

な

(

8
)

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

依
然
と

し

て

職
権
主
義
が

支
配
し

､

証
拠
説
明
に

つ

き

法
文
上
の

保
障
さ

え

な
い

ド

イ

ツ

に

お
い

て

な
お

｢

証
拠
内
容
判
示

主

(

9
)

義
+

が

と

ら

れ
て

い

る

事
実
は

も
っ

て

他
山
の

石
と

す
る

に

充
分
で

は

な

い

だ

ろ

う
か

｡

と
こ

ろ
で

､

証
拠
説
明
と

し
て

原
則
的
に

標
目

挙
不

の

み

で

足
り
る

と

す
る

見
解
に

対

し
て

､

裁
判

官
の

側
か

ら

率
直
な

疑
問
が

損
起
さ

れ

な
い

こ

と
が

わ
た

く
し

に

は

ふ

し

ぎ
で

あ
る

｡

裁
判
官
は

訴

因
に

指
導
さ

れ

て

公
判
審
理
を

進
め

徐
々

に

心

証
形
成
を

行
な
っ

て

い

く
｡

そ

し
て

や
が

て

判
決
書
に

終
局
的
心

証
形
成
を

凝
結
さ

せ

る
｡

そ

の

場
合

､

民

訴
の

ご

と

く
口

頭
弁
論
の

全
趣
旨
を

証
拠
説
明
に

も

ち

出
す
こ

と

は

許
さ

れ

や
一

一

具
体
的
証
拠
に

よ
っ

て

基
礎
づ

け

ら
れ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

公

判

(

n
)

審
理
の

全
体
で

え

ら

れ

た

暫
定
的
心

証
形
成
は

､

具
体
的
証
拠
評
価
の

う

ち
に

昇
聾
す
る

わ

け

で

あ
る

｡

そ

う
と

す
れ

ば
､

事
実
と

証
拠
と

の

形
式

的
関
連
性
の

み

で

な

く

実
質
的
関
連
性
に

つ

い

て

も

敢
え
て

説
明
し

た
い

鵬

峨

嶋
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紬

か

幹

(

1 2
)

と

の

欲
求
が

起
き

る
の

が

自
然
の

心

理

に

思
え

る

の

で

あ
る

｡

も
っ

と

も

標
目

挙
不

主
義
の

立
場
で

も

必

要
に

応
じ

て

形
式
的
関
連
性
を

説
明
す
る

(

13
)

こ

と
を

要
求
す
る

立
場
で

は
そ

の

限
度
で

､

そ
の

欲
求
を

満
た

す
で

あ

ろ

う
が

､

自
由
心

証
の

控
制
を

重
視
す
る

立
場
か

ら

は

や

は

り

内
容
判
示
主

義
の

方
が

機
能
的
に

す
ぐ
れ
て

い

る

と
い

え

る
｡

以

上
の

所
論
は

刑
訴
第

一

条
の

示
す
刑
事
訴
訟
法
の

使
命
に

も

合
致
す

る
｡

第
一

条
は

人
権
保
障
を

全
う
し
つ

つ

実
体
的
真
実
に

迫
る

こ

と
を

要

求
す
る

｡

一

人
の

無
実
の

者
を

も

罰
し

て

は

な

ら

な
い

と

す
る

消
極
的
実

(

1 4
)

体

的
真
実
主
義
の

宣
明
で

あ

る
｡

こ

の

大
前

提
の

も

と
で

は
､

自
由
心

証

の

合
理

性
の

保
障
は

現
行
刑
訴
法
の

解
釈
論
の

限
界
ギ

リ

ギ

リ

ま
で

一

歩

で

も

前
進
せ

し

め

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

｡

自
由
心

証
の

内
包
す
る

非
合
理

性
の

一

面
に

つ

い

て

の

警
戒
の

従

来
わ

り

と

薄
か
っ

た

ド

イ

ツ

で

も
､

人

間
の

観
察
の

極
め
て

頼
り
に

な
ら

ぬ

こ

と

(

前
掲
シ

ュ

ヴ
ア

ル

ツ

三

七

五

頁
)

に

気
付
き

始
め
て

い

る

点
は

充
分

参
考
と

な

ろ

う
｡

(

1
)

小

野
清

一

郎

『

新

刑

事

訴

訟
法

概

論
』

二

九
五

頁
｡

(

2
)

前
掲

藤
木
論
文
二

一

頁
｡

(

3
)

前

掲

団

藤
論
文

二
二

六

頁
｡

(

4
)

小

野
前

掲

書
同

頁
｡

(

5
)

前

掲

藤
木

論

文
二

〇

頁
｡

(

6
)

平

野

竜
一

『

刑

事

訴
訟

法
』

(

法

律
学

講
座
)

七

三

頁
｡

但
し

､

教

授

は

合

理

的

説
明

と

し

て

｢

標

目

拳

示
+

で

足
る

と

さ

れ
る

｡

前

掲

書

(

法

律
学

全

集
)

二

七

八

東
｡

(

7
)

し

た

が
っ

て

三

三

五

条

一
項
は

四

四

条
一

項
の

注

意
規

定
に

す

ぎ

な
い

｡

(

8
)

く
g

-
t

S
O

F
宅
P

記
･

内
-

e
-

β

打

n
e

O

E
-

p
.

P

〇
.

】

S
.

い

心

う
小

H
e

?

d

ゐ

ユ

A
→

ロ

ー
-

P

P

〇
.-

叩

-

-

ご

H
e

n

打
e
-

こ･

P
.

P

O
こ

抑

吉
阜

.

団

藤
教

授

は

｢

ド

イ

ツ

刑

訴
で

は

有

罪
判

決
の

理

由
に

原

則
と

し
て

証

拠
説
明

を

要

し

な
い

･

‥

(

ド

イ

ツ

刑

訴
二

六

七

条

参

照
)

+

と

さ

れ

る

(

前
掲
論
文

一

一

三

二

頁
)

｡

二

六

七

条
の

条
文

だ

け

か

ら

で

は

た

し

か

に

そ

う
な
る

し
､

ヒ

ア

ペ

ル

(

声
○

訂
き

く
○

ロ

H
i

廿

廿
e
-

㌧

D
e

→

O
e

已
払

C

F
e

哲
→

已
官

+

O
N
e

∽

ひ
ー

一

望
T

-
､

叩

N

巴
)

や

ケ

ル

ン

(

P

P

O
r

S
.

-

冒
)

で

も

あ

い

ま
い

で

あ

る

が
､

前

掲
ヘ

ン

ケ

ル

･

ア

ル

ン

ト
･

シ

ュ

パ

ル

ツ
=

ク

ラ

イ

ン

ク

ネ

ヒ

ト

は

明

言

す
る

｡

(

9
)

個
し

ゎ

が

旧

刑

訴
の

内

容

判

示
主

義
程

詳

細
で

は

な

い
｡

く

早

･
｢
ロ
e

訂

甘
e
】

e

ロ

p
C

F

A
吋
t

e

ロ
む

巨
払
N

阜
叩
e

n

㌔

A
→
ロ

阜
P

2

0
こ

S
･

N

い
N

f
.

(

1 0
)

民

訴
に

お

け
る

自

由
心

証

主

義
の

条

文
一

八

五

条

参
照

｡

(

1 1
)

暫

定

的
心

証
形

成
･

終
局

的

心

証

形

成
の

区
別

に

つ

い

て

は
､

長
島

敦

｢

自

由
心

証

主

義
と

挙

証

責
任
の

諸

問
題
+

『

法

律

実

務

講

座
刑

事

編
』

第
九

巻
ニ

ー

二

七

頁
以

下
｡

(

1 2
)

裁
判

官
の

解

決

感

情
の

生

成

に

つ

い

て
､

平
田

勝
雅

『

裁

判
に

お

け

る

心

証

形

成
の

諸

問
題
』

司

法

研

究

報

告

書
第

一

四

解
散

八

号

一

八

五

頁
以

下
｡

(

1 3
)

団

藤
『

新

刑

事

訴

訟
法

綱

要
』

二

四

〇

頁
｡

(

1 4
)

ド

イ

ツ

刑

訴
で

は

刑

訴
の

目

的
に

関

し
て

こ

の

理

念
は

強

調

さ

れ
て

い

な
い

｡

く
巴

亡
-

ユ
の

F

S
t

〇
〇

F

D
P
砂

N

訂
-

血

訂
∽

∽
t

旨
才
2
･

誌
p

F
→

e

ロ

ヂ

呂
e
N

粥
e

ヮ
句
e

∽
t

S

C

ビ

ュ
f

♪

∽

志
¢

坪
山

E

訂
→

F

賀
a
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瞥
F

ヨ
小

d

F
仙

F
払
2

り
)

帖

ど
1

句

討
g
e

n
P
O

F

計
日

㌍
e
-

計
Ⅵ

∽
t

旨
f
･

胃
O
N

e

参
じ

や

E
F

哲
F

m
昆
-
･

諾
払

t

岩
F

ユ

岸

∽
.

ピ
ー

鞄
l

そ

の

意

味
で

現

行

刑

訴
第

一

条
ほ

､

ド

イ
ツ

払
と

英

米
法

と
の

見
事
な

融
合

と

い

え

る
｡

五

む

す
び

本
稿
に

お
い

て

わ

た

く

し
は

先
ず
自
由
心

証
の

抑
制
方
式
と

し
て

の

証

拠
説
明
の

重

要
性
を

指
摘
し

､

つ

い

で

伏
線
と

し
て

一

括

挙
不

の

問
題
を

と

り

上

げ
､

｢

当
事
者
主
義
の

目
的
+

と

｢

直
観
の

客

観

化
+

の

メ

ル

ク

マ

ー

ル

を

と

り

出
し
､

両
視
点
を

中
心
に

据
え
て

｢

標
目

主

義
+

の

是
非

を

論
じ

た
｡

語
り

結
果

､

内
容
判
示
主
義
の

方
が

妥
当
で

は

な
い

か

と
い

ぅ
一

応
の

結
論
を

得
た

｡

証
拠
説
明
の

重

要
さ

に

つ

い

て

は
一

般
の

支
持

(

全
)

を

え

る

に

し
て

も
､

直
観
に

つ

い

て

合
理

的
説
明
を

要
求

す
る

態
度
は

多

悶

大
の

批
判
を

免
れ
え

な
い

で

あ

ろ

う
｡

し
か

し
一

度
疑
っ

て

み

る

必

要
は

9

あ

ろ

う
と

思
う

｡

今
後
更
に

検
討
を

重

ね
る

こ

と

を

約
し
て

む

す
び

と

し

た
い

｡

(

1
)

視
点
は

異
な

る

が

同

結

論
と

し

て
､

野
瀬
高
生

『

刑

事

判

決

書

の

実

証

的
研

究
』

司

法

研

究

報

告

書
第

六

輯

第

十

号

四

四

六

頁

以

下
｡

(

2
)

反

対
､

前

掲

藤
木

論
文
ほ

か
､

平

野

前

掲
法

律
学
全

集
二

七

八

頁
､

青

柳
『

刑

事
訴

訟

法

通

論
』

七

七

六

頁
､

高

田

『

刑

事

訴

訟

法
』

四

九

九

頁
｡

(

一

九
六

五
･

八
･

二

〇
)

(

一

橋

大
学

大

学

院
学

生
)

叫

峨




